
中
国
東
南
部

●

断
江
省
舟
山
群
島
の

伝
統
的
造
船
所
と
漁
村

舟
山
本
島

・
朱
家
尖
島
の
場
合

田

島

佳

也

中国東南部 ・漸江省舟山群島の伝統的造船所 と漁村

は
じ

め
に

　
九
九

六
年

の
十

一
月

七
、

八

日

の
両

日
、

寧

波

の
北

東
、

東

シ
ナ
海

に
面

し

た
舟

山
本

島

と
、

そ

の
群
島

の
ひ
と

つ
朱

家

尖
島

に
渡

り
、

漁
村

を
見
学

し
た
。

現
在

、
定

海
区

・
普

陀
区

な
ど

四

つ
の
行

政
区

に
わ

か
れ

て

い
る
舟

山

群
島

は
上

海

の
南
、

寧

波

の
東
南

海
上

に
あ

る
島

々
で
あ

る
。

そ

の
島

々
の
中
心

が
舟

山
本
島

で
あ

る
。

こ

の
地

域

の
海

は
水

産
資

源
が
豊

富

で
、

中
国

の
三
大

漁
場

の
ひ
と

つ

と

な

っ
て

い
る
。

舟

山
本
島

に
は
寧

波

か
ら

フ

ェ
リ

ー
で
渡

っ
た
が

、
舟

山
本

島

の
伝

統
的
造

船

所

を
見
聞

し
、

翌

日
、

朱
家

尖
島

で
蝦

干

し
と
漁
村

を
尋

ね

る

こ
と
が

で
き

た

(地

図
参

照

)
。

こ

こ

で
は
見
聞

し
た

こ
と
を
時

系

列

に
紹
介

す

る
こ
と

に
し
た

い
。

な

お
、

現
地

で

の
通

訳

は
斯
江

省
海

外
旅

行

社
社

貝

で
舟

山
島
定

海

出
身

の
趙

燕

波
女

史

で
あ

る
。
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」

舟
山
本
島

の
伝
統
的
造
船
所
と
漁
獲
物
加
工
基
地

中国東南部 ・漸江省舟山群島の伝統的造船所 と漁村

1
、
位
置
と
歴
史
の
概
要

十

一
月
七

日
、

フ

ェ
リ
ー
発
着
場

の
寧
波
市
白
峰
外
時
島
東
鞄
港

か
ら
、
二
十
八
人
乗
り

の
快
速
船
で
舟

山
本
島

の
鴨

蛋
山

に
約
三
十

分

で
着

い
た
。
島

の
西
側

に
あ

る
こ
の
定
海
区
鴨
蛋
山
か
ら
は
ま
た
、
島

の
東
側

に
あ

る
普
陀
区
沈
家
門

に
向

か

っ
た
。

そ
も
そ
も
、
中
国
東
南
部

.
漸
江
省
寧
波
市

の
東

に
突
き
出
た
穿
山
半
島

を
取
り
囲
む
よ
う

に
海
上
に
点
在
す
る
舟
山
群
島

は
、
大
小

合

わ
せ
て
千
三
百
三
十
九
島

か
ら
な

る
。

こ
の
う
ち
有
人
島

は
わ
ず

か
に
九
十
入
島

に
す
ぎ
な

い
。
舟
山
本
島

は
そ

の
な
か
で
も
面
積
五

〇
二
平
方

キ

ロ
を
有
す

る
最
大

の
島

で
あ

る
。
中
国
全
土

の
な
か
で
も
第
四
番
目

に
位
置
す

る
大
き
な
島

で
、
人

口
は
現
在
九
十
七
万
人

余

で
あ

る
。
産
業

は
漁
業
が
中
心

で
、
わ
ず

か
な
が
ら
農
業
も
行
わ
れ

て
い
る
。

一
九
八
七
年

に
市
制
が
施
行
さ
れ

た

(
マ
ル

ハ
社
内
報

コ
<
O
Z
U
国
勾
目
>
2
∪
」

一
九
九
五
年
二
月
号
)
。

こ
う
し
た
特
徴
を
も

つ
舟
山
本
島

の
定
海
区

の
前
浜
は
大
猫
島

な
ど
多

く

の
島

々
が
浮

か
び
、
外
敵
を
寄

せ
付
け
な

い
、
さ
な
が

ら
海

の
要
塞

の
よ
う
な
地
形
を
な
し

て
い
る
。
実
際
、

明
の
時
代

に
は
こ
こ
は
海
防

の
前
線
基
地
で
あ
り
、
寧
波

へ
の
入
貢
船

の
寄
港
地

で
も

あ

っ
た
。

明
代

の
後
期
、
す
な
わ
ち
十
六
世
紀

に
な

る
と
、
舟
山
本
島

を
含

め
た
舟

山
群
島

は
こ
う

し
た
入
港
船
と
取
引
を
行
う
海
商

や

そ

の
船
を
襲
う
海
賊

の
根
拠
地
と
も
な

っ
た

の
で
あ

る
。
な
か
で
も
、
象
山
半
島

の
全
面

に
は
だ
か
る
六
横
島

は
中
国
人

に
混
ざ

っ
て
ポ

ル
ト
ガ

ル
人
や
日
本
人
な
ど
が
暗
躍

し
た
密
貿
易

の
本
拠
地
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
寧
波
市
鎮
海
区

の
海
上

に
位
置
す
る
金
塘
島

は
倭
竃
王

と
称
さ
れ
た
王
直

の
基
地

で
も
あ
り
、
こ
こ
を
基
点

に
王
直

は
じ
め
倭
窟

は
海
上
を
我
が

も
の
顔

に
蹟
雇
し
た
の
で
あ

る
。

舟
山
本
島

と
関
係
が
深
か

っ
た

の
は
中
世

の
時
代
だ
け
で
は
な

い
。
「
鎖
国
」

の
江
戸
時
代

に
入

っ
て
か
ら
も
関
係

は
続
く
。
宝
暦

二

(
一
七
五
二
)
年

に
仙
台
藩
領
本
吉
郡
気
仙
沼
を
塩
鐙

・
昆
布

・
煙
草
な
ど
を
積

ん
で
銚
子

に
向

け
出
航
し
た
大
嶋
屋
加
兵
衛
船
春

日
丸
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三

+
端
帆
、
約
七
百
石
積
)
が

百
余

日
の
漂
流

の
零

翠

に
舟

山
本
島

に
ほ
ど
近

い
桃
花
島

(昔

は
華
山

と
呼
ば

れ
て
い
た
)

の
金

砂
浜

に
薯

し
、
士

天

が
上
陸

.
救
助
さ
れ
て
い
る
.
桃
花
島

窺

在
、
舟
山
市
普
陀
区
に
唇

・
舟
山
本
島

と
同
じ
く
肇

が
主
産

業

の
約

芳

人
余

の
島

で
あ

る
が
、
脊

丸

の
こ
の
漂
流

の
縁

で
宮
城
県
気
仙
沼
市
と
舟

山
市

は
姉
妹
都
市

に
な

っ
て
い
る
・

い
ず

れ
に

し
ろ
、
脊

丸

?

、
の
よ
う
な
偶
然

に
よ

っ
て
も
関
係
が
続

い
た

の
で
あ

る

(雷

耕
三
編

暮

日
丸
船
頭
伝
兵
衛
漂
流
記

吏

料
穎

風
社

、

一
九
九

二
、

西

田
耕

三

『船

頭
伝

兵
衛

漂
流
記

覚
書

』

耕

風
社

、

一
九

九

三
)
。
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2
、
川
べ
り
の
伝
統
的
造
船
所

舟

山
本
島

の
な
か
案

家
尖
島

へ
渡

る
半
升
洞
渡

・
の
あ

る
沈
家
門

に
向
か

っ
奈

、
途
中

の
国
道
沿

い
に
造
船
所
が
あ

っ
た
・
舟
山

市

の
定
海
区
と
沈
家
門
と

の
境

に
あ

た
る
浦
西
経
済
開
発
区
平
陽
浦

・
難

水
産
学
院
前

の
川
べ
り
に
・

そ
れ
は
あ
る
・
造
船
所
縁

天

の
伝
統
的
造
船
所

で
あ

っ
た
.
川
は
水
が
少
な
か

っ
た
こ
と
か
ら
、
恐
ら
く

蕩

時
を
選
び
、

川
を
塞
き
止

め
・
川
水
を
溜
め
て
か
ら

進

水
す

る
も

の
と
推

測

さ
れ

る
。

造
船

の
順
序

は
次

の
通

り

で
あ

る

(写
真

参

照
)
。

1
、
丸

太

を
簡

単

な
バ

ン
ド

ソ
ー
で

一
定

の
厚

さ

に
製
材

し
、

部
位

木

を
削

る
に

は
長

銘

を
使

う

(写

真

1
)
・

2
、

シ
キ
板

を
作

り

、
船

梁

・
船

骨

を

形
作

り
、
船

の
骨
格

を
製

造

(写

真

2
)
。

3
、

あ

ら

か
じ

め

=
疋
の
厚

さ

窃

っ
た

カ
ジ

キ
板

を

ウ

イ

ン
チ

・
鉄

鎖

を
使

い
強
制

的

に
曲

げ
、

所

乏

釘

を

打

ち
付

け
・
船

舷

を

仕

上

げ

て

い

く

(写

真

3

、

4
)
。

*

観
察

し
て
い
る
と
、
船
舷

後

う
板
は
充
分

に
乾
燥
さ
せ
た
板

と
は
毘

ず

あ
と

で
狂

い
が
告

な

い
か
・
疑
問

憲

っ

た
。

日
本

で

は
丸
太

か
ら
板

に
製

材

し

た

の
ち
、

そ
れ

を
充

分

に
乾

燥

さ

せ

て
か
ら
利

用
す

る
が

・

こ

の
造
船

所

で
は
そ
う

で

は
な

か

っ
た
。



4
、

甲
板

を
造

る

(写
真

5
)
。

5
、
住

居
部

・
エ
ン
ジ

ン
部
屋

を
船

の
後

ろ
甲
板

上

に
造

り
、

ペ
ソ
キ
を
塗

り
仕

上
げ

る
。

*

日
本

に
帰
国

し

て
か
ら
、
廣

田
律

子
先
生

(経

営

学
部

助
教

授

・
日
本
常

民

文
化

研
究
所

)

に
聞

く

と
、
船

舷

は
後

か
ら
焼

き
、

海
水

の
浸

入
を
防

ぐ

と

の
こ
と

で
あ

る
。

だ
が

、
我

々
が

見
聞

し

て

い
た
時

に
は
船

舷

の
焼
き

を
観

察

す

る

こ
と
が

で
き

な

か

っ
た
。

中国東南部 ・漸江省舟山群島の伝統的造船所 と漁村

3
、

マ
ル

ハ
の
中

日
合
弁
会
社
加

工
工
場

へ
の
漁
獲
物
販
売

露

天

の
造
船

所

か
ら
沈
家

門
寄

り

に

マ
ル

ハ

(旧
⑱

大

洋

漁
業

株

式

会

社
)

の
中

日
合

弁

会
社

「舟

山
興

業
有

限

公

司
」

(
一
九

九

五

年

一
月
十

八

日
開

業
)

の
加

工
工
場
が

あ

る
。

残

念

な
が

ら
、
会

社

に
事
前

に

コ
ソ
タ

ク
ト
を
取

っ
て

い
な

か

っ
た
た

め

に
、

工
場

内

の

見

学

や

日
本

人

ス
タ

ッ

フ
と

の
会

見

は

で
き

な

か

っ
た
が
、

工
場

に
隣

接

す

る
波
止

場

に
係
留

し

て

い
る
多

く

の
漁

船

の
乗

組

貝

(漁

民

)

の
話

か
ら
、

工
場

へ
の
漁

獲
物

販
売

の
実
態

を
聞

け

た

(写

真

6
、

7
)
。

以

下

は
、

そ

の
概

要

で
あ

る
。

ち
な

み

に
、

マ
ル

ハ
は
舟

山
興
業
有

限
公

司

を
発

足
さ

せ

る
以

前

の

一
九
七

八
年

十

二
月

に
、
舟

山
市

と
補
償

貿

易
を

は
じ

め

て

い
る
。

補

償
貿

易

と

は
舟

山
市

が

マ
ル

ハ
を
窓

口
に
日
本

か
ら
資
材

を
輸

入

し
、

代
金

を
水

産
物

で
代

物

替
、兄
す

る
バ

ー
タ

ー
取

引

で
あ

る
。

そ

の
後
、

マ
ル

ハ
は

一
九
八

五
年

四

月

に

「
舟

洋
漁

業

合
営

公

司
」

の
設

立

を
皮

切
り

に
、

「
舟

洋

農
業

合

営
有

限

公

司
」

や
大

連

讐

大
水

産

、
栄

成
栄

洋
水

産

、
連

江
信

用

水
産

の
各
有

限

公

司
を

設
立

し

て

い
る
。

そ

の

一
つ
で
あ

る
舟

山
興

業
有

限

公

司

は
約

二
千

六

百
人

の

従

業
員

を
抱

え
、

漁

船
四

十

六
艘

、

一
万

ト

ン
級

の
冷
蔵
庫

二
基

、

加

工
場
、

船
舶
修

理

の
た
め

の
三

〇

〇
〇

ト

ン

.
一
〇

〇
〇

ト

ソ

.

六
〇

〇

ト

ソ
級

ド

ッ
ク
三

基

を
も

っ
て

い
る
。

漁
獲
物

は
鯖

・
鐙

・
蝶

・
鱈

・
鳥

賊

・
ニ
ベ

・
グ

チ

・
蝦

な
ど

を
扱

っ
て

い
る
。

さ

て
、

波
止

場
係

留

の
漁
船

に
乗

っ
て
漁

業

を

し

て

い
る
福
建

省

羅

況
県
出

身

の
陳

坤
寿

氏

(推
定

年
齢

、

三
十

代
前

半
)

の
話

に
よ

る
と
、

次

の
よ
う

で
あ

っ
た
。
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、
・
漁
船
は
募

達

の
持
ち
船

で
、
舟
山
本
髭

は
纒

か
ら
南
の
広
東

に
か
け
た
地
域

か
ら
出
漁

し
て
来
る
者
が
多

い
こ
と
.

2
家

族
総
出

で
船

に
乗
り
込
み
出
漁
し
て
き

て
い
る
が
、
艮

い
海
上
生
活

の
な
か
で
同
乗

の
女
性

た
ち
は
船
中

で
炊
事

.
洗
濯
を

分

担

し

て

い

る

こ

と

。

3
・
漁
は
海
懇

が
忠

で
・
鶴

は
四
月

か
ら
土

月
ま

で
で
あ

る
こ
と
.
漁
場
は
広
東

か
ら
舟
山
島

に
か
け

て
の
簸

が
婁

口

で
あ

る

と

い
う

。

こ

こ

で

い
う

海

鰻

と

は
鰹

の

こ

と

で
あ

る
。

4
・
漁

の
終
了
後

の
+
二
月

か
ら
翠

三
月

ま

で
は
郷

毘

帰

り
、
家

族
皆

で
過

甘〕
す
.

.あ

問

は
漁
を

し
な

い
.

以

上

で
あ

る
・

な

お
・

通

訳

の
趙
燕
婆

史

の
廼

よ

る
〉
」、

呆

の
沙
魚

は
舟

山
群
島

で
慈

。
、
.
と

発
立
・
さ

れ
、

日
本
語

糧

め

て
近
い
と
い
う
。

二

朱
家
尖
島

の
川
蝦

の
天
日
干

し
と
漁
村

中
国

で
の
漁
村
調
査
地

・
樟
州
村

に
は
、
沈
家
門

に
あ

る
半
升
洞
渡

・
の
半
升
洞
難

鮨

か
ら
・

.
八
海
呈

約

一
.
四
八
ニ
キ

.

メ
ー
ト

ル
)
沖
合

の
朱
家
尖
島
涼
帽
狸

フ

ェ
ー
丈

所
要
時
間
二
券

)

で
渡
り
、
そ
こ
か
ら
鷺

路
を
五
眼
硬

.
修
竹
庵
を
経
由

し

て
行
く
・
朱
家
尖
島

の
総
合

蹟

在
約
二
天

百
人
で
あ

る
が
、

こ
こ
で
は
川
蝦

の
天
日
干

し
と
樟
州
村

の
漁
業
現
況
を
墾

口
し
て
お

き

た

い
。

1
、
朱
家
尖
涼
帽
潭
蝦
米
に
お
け
る
川
蝦
の
天
日
干
し

ー
・
川
蝦
干
し
は
二
反

ほ
ど

の
広
さ

の
畑

の
走

薄
里
{
の
ビ

〒

ル
シ
ー

姦

き
広

め
、
そ

の
上

で
小
蝦

(約
ニ

セ
ソ
チ
位

の
川

蝦
)
を
脊

で
乾
讐

せ
る
・
乾
燥

の
所
要

最

簡

き
漏

ら
し
た
が
、
雨
天
を
考
え
る
と

百

ほ
ど
と
推
測
さ
れ
る
。
ピ

ニ
ー
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壁
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隔

ア
ヨ
　

砺

㎜

猛

雛

・

岬
嘱

畷

、

、

藷

ド

。

、

=

坦

ゼ

お

疫

聖

、
.

門

∵
糎

ダ
L

播.磁

挫 曝 ゼ

臨

隙 
、

ヰ
　
ま幡

講

炉

弔

ノ

哩
嘱
ま

眺

・

鉱

・

品

冨

～

守

糞

欝
撫

,

㌦

炉
暑
～
鍵
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む

ゑ

ぜ

ユ
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続
、
翁
磐

讐
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ぎ
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ル

シ
ー

ト

の
上

で
は
満

遍

な
く
小

蝦
が
乾

燥
す

る
よ
う

に
箒

で
掃

き
、
拡

散

す

る
。

ビ

ニ
ー

ル

シ
ー

ト

一
画

の
上

で
作

業
す

る
人

数

は
男
女

合

わ

せ

て
五
、

六
人
前
後

で
あ

っ
た

(写
真

8
)
。

2
、
乾

燥

し

た
小
蝦

を
箒

で
掻

き
集

め
、

そ
れ
を

長
さ

一
二
五

セ
ソ
チ
の
網

袋

に
入

れ
、

ビ

ニ
ー

ル
シ
ー
ト

の
上

に
置

い
た
四

・
七

七

セ

ソ
チ
四
方

の
板

(厚

さ
二

∴
ニ
セ

ン
チ
)

に
網
袋

を
肩

上

か
ら
叩
き

付
け

て
、
蝦

殻
を

取

り
除
く

(写

真

9
、

10
)
。

3
、

叩
き
付

け
ら
れ

て
粉
状

に
な

っ
た
蝦
殻

は
箒

で
掃
き
集

め
ら
れ
、

畑

の
肥
料

に
す

る
。

近

く

で

は
綿
作

も
行

わ
れ

て
い
る
よ
う

で
あ

る
が
、

そ
れ

に
は
用

い
ず

、
野
菜

栽
培

の
施

肥

に
す

る
と

い
う

。

中国東南部 ・漸江省舟山群島の伝統的造船所 と漁村

2
、
漁
村

・
樟
州
村

の
現
況
ー

聞
き
取
り
調
査
報
告

現
代
中
国

の
漁
村
調
査
を
朱
家
尖
島

で
行

っ
た
。
地
理

に
不
案
内
な
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
斯
江
省
海
外
旅
行
社

に
依
頼
し
、
調
査
対
象

漁
村
を
紹
介

し
て
も
ら

っ
た
の
が
以
下

に
紹
介
す
る
樟
州
村

で
あ

る
。
舟
山
群
島

は
十
四
、
五
世
紀

に
は
和
冠

の
拠
点
と
し
て
有
名
な
島

島

で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
か
な
り

の
伝
統
を
有
す
る
島

・
漁
村

で
あ

ろ
う
、
と
期
待
し
て
い
た
が
、
樟
州
村
は

一
九
六
二
年

に
新
し
く
作

ら
れ
た
漁
村

で
あ

っ
た
。
以
下
は
、
現
代
中
国

の
漁
村

の

一
端
を
、
短
時
間

の
滞
在

で
知
り
得

た
事
柄

の
概
報

で
あ
る
。

な
お
、
斯
江
省
海
外
旅
行
社
社
員

の
趙
燕
波
女
史
と
楼
篠
環
女
史

の
通
訳

の
も
と
、
樟
州
村

の
説
明
を
し
て
い
た
だ

い
た
の
は
周
志
龍

氏

で
あ

る
。
周
氏
は
現
在
、
舟
山
市
普
陀
区
朱
家
尖
海
洋
漁
業
公
司
総
経
理
書
記

を
務

め
て
い
る
。

①

村

の
概
況

樟

州
村

は

一
九
六

二
年
、

樟
州
村

の
南
東

に
位

置
す

る
朱

家
尖

小
鳥

石
塘

か
ら

の
移
住
者

に
よ

っ
て
新

し
く
作

ら
れ

た
、

男
七
百

六
十

人
、

女
七

百
四

十
人

か
ら

な

る
専
業

漁
業

村

で
あ

る
。

田
畑

は
な

い
。

表

1

に
よ

る
と
、
村

に
は
造
船

所

二

ヵ
所
、

個

人
経
営

の
冷
凍

工

場

一
ヵ
所

(株

式

を

も

つ
経
営

者

は

六
人
)

や

製

網

工

場

一
ヵ
所

(
ナ
イ

ロ

ン
は
他

所

か
ら

の
仕

入
)
、

そ

れ

に
網

店

一
ヵ
所
、

理
髪
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店

・
食

堂

・
銀

行
各

二

ヵ
所

、

日
用

品
販
売
店

が

七

ヵ
所

あ

る
。
銀

行

は
建
設
銀

行

と
農

業
銀

行

の
信

用
杜

で
あ

る
。

そ

の
他

に
、

公
衆

便

所
が

一
ヵ
所

あ

っ
た
。

村

に
は
学

校

は
な
く
、
島

の
ほ
ぼ
中

央

の
朱

家

尖
鎮

大
洞
岱

に
中

心
小

学
校

が
あ

る
。

な
お
、
村

民
憩

い
の
娯

楽
施

設

は
ま

っ
た
く

な

い

(写

真

11
)
。
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②

漁
民

と
漁
船

樟

州
村

で
は
漁
業

に
従
事

す

る
漁
民

は
三
百

五
十

人

で
、
す

べ

て
男

性

の
み
で
あ

る
。

そ

の
人
数

を
村

の
総

人

11
と

の
割

合

で
み
る
と
、

二
三

・
三
%
、
村

の
男
性
数

だ

け

の
割
合

で
み

る
と
、
四

六

・

一
%

と
な

る
。

男

性
数

に
は
当

然
、

子
供

・
老

人

も
含

ま
れ

て

い
る
。
周

氏

の
説

明

に
よ

る
と
、

労
働

に
従
事

す

る
年
齢

は
だ

い
た

い
十

八

～
五

卜

八
歳

く

ら

い
と

い
わ
れ

る

こ
と

か
ら
、

漁
業

に
従

事
す

る
男

性

の
比
率
が

少

な
く

と
も
村

内
男

性

の
半

数
く

ら

い
に
な

る

こ
と

は
確
実

で
あ

る
。

し

か
し
、

こ

の
比

率
だ

け

で
専

業
漁
村

と

い
、兄
る
か
ど

う

か
、

は
な

は
だ
疑

問

で
あ

る
。

た
だ

、
漁
業

に
付

随

し

て
造
船

所

・
冷
凍

工
場

・
製
網

工
場

が
あ

る
と
す
れ
ば

、

そ
こ

に
働

く
工
場
勤

表1樟 州村の漁業以外の職種 務

職 種

造 船 所

冷 凍 工 場

製 網 工 場

網 店
理 髪 店

食 堂
日用品販売店

銀 行

合 計

数

2

1

i

1

2

Z

7

2

18

表2樟 州村の漁船数

年 代

国営時
/.nnni.一

数

隻

20

増加率

、

101

者
が
全
く
漁
業
を
兼
務
し
て
い
な
く
て

も
、

職 種 数

造 船 所 2

冷 凍 工 場 1

製 網 工 場 i

網 店 1

理 髪 店 2

食 堂 Z

日用品販売店 7

銀 行 2

合 計 18

年 代 数 増加率

国営 時

(～1993年

1993年 以後

隻

20

80

82

101

)
410

合 計 82

そ

こ
か
ら
専
業

漁
村

と

い
え
な

く
も
な

い
。

と

は

い
え
、

工
場
勤

務
者

の
人
数
が

ど

の
く

ら

い
い
る

の
か
、

は

っ
き

り

し
た
数
値

は
知

り

え
な

か

っ
た
。

た
だ
、

工
場
勤

務
者
が

所
属

し

て

い
る

の
か
ど

う

か
は
確
定

で
き

な

い
が
、

漁

民

は
全
貝
、

樟
州

漁
業

公

司

に
編
成

さ

れ

て

い
る
。

と

こ
ろ

で
樟

州
村

の
漁
業

は
、

一
九
九

三
年

以
前

に
あ

っ
て
は
す

べ

て
国
営

で

あ

っ
た
。
昔

は
漁
船

二
十
隻

で
操
業

さ

れ

て

い
た
と

い
う
。

一
九
九

三
年
以
後

は

す

べ
て
個

人
営
業

に
な
り
、

漁
船
も

八
十

二
隻

に
増
加

し
た
。
そ

の
う

ち
二
隻

は

一
九

九
三

年

か
ら
三

年
間

の
間

に
新

造

さ
れ

た
漁
船

で
あ

る
。
漁
船

の
増
加
率

を
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示
し

た

の
が
表

2

で
あ

る
。

そ

れ

で
み

る
と
、
国
営

時

の
漁
業

経
営

に
比

べ
、

漁
船

は
な

ん
と
四

・
一
倍

の
増

加
率

を
示

し

た
こ
と
が

わ

か

る
。

漁
船

の
著

し

い
増

加

か
ら
判

断

し

て
、
漁
村

と
し

て

の
樟
州

村

の
発
展

の
様
相

を

垣
間

み

る

こ
と
が

で
き

る
。

し

か
も
、

そ

の
漁

船

は

一
隻

当

た
り
平

均

一
五
〇

ト

ソ
の
動
力

船

で
あ

る
。
無

動
力
船

は
な

い
。

樟
州
村

で
我

々
は
沖

に
停
泊

す

る
漁
船

に
漁

民
を
運

ぶ
小

型
動

力
船

を
見
掛

け

た
が

、

そ
れ

は
他
村

か
ら

の

一
時
的

出
稼

ぎ
船

で
あ

る
、

と
周
氏

は

い
う
。

無
動
力

船

で
あ

れ
動
力
船

で
あ
れ
、

沖

に
停
泊

す

る
漁
船

へ
漁
民

を
運

ぶ
運
搬

船
が

樟
州
村

に
な

い
こ
と
自
体
疑

わ
し

い
が
、

今

の
と

こ
ろ
周
氏

の
説

明

を
信

じ

る
し

か
な

い

(写

真

12
、

13
)
。
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③
漁

業

の
実
態

樟

州
村

の
漁

民

は
毎

年
、
九

月

か
ら

翌
年

の
六
月

一
日
ま

で
漁
携
活

動

に
従

事

す

る
。

十

ヵ
月

間

の
仕
事

で
あ

る
。

約

二

ヵ
月

の
休

み

の
期

間

は

マ
ー
ジ

ャ

ン
な
ど

の
娯

楽

に
耽

っ
た
り
、
造

船

所

で
漁
船

の
修

理

に
あ

た
る
。

操
業

は
九

月

か
ら
十

月
が

上
海

の
沖
合

の
燥

山

海

(揉

潤
列
島

近
海

)
、
十

月

か
ら
十

二
月

は
朱

家
尖

島

の
北
東

に
位

置
す

る
中

街

山
列

島

近
海

、

そ

れ
以
外

は
往

復

に
十

五

日
間

ほ
ど

か

か
る
朝

鮮

の
済

州
島

付
近

を
漁

場

と

し
て

い
る
。

唾

山
海

で
は
、

ト
ー

シ

ャ
ア
ミ

(鉄

管

に
等
間

隔

に
吊

さ
れ

た
網
袋

)

や
旋

網

を
使

っ
て
主

に
竹

節
蝦

(赤
蝦
)

を
捕

る
。

一
ヵ
月
約

一
一
〇

ト

ン
の
水
揚
げ

を
す

る
と

い
う
。

甘
鯛
も

捕

る
。
中

街

山
列
島

近
海

で
も
旋
網

で
竹
節

蝦

・
ワ
タ
リ
ガ

ニ
を
年
間

一
二
〇

ト

ン
、

漁
法

は
判
然

と

し
な

い
が

蟹

を
年
間

一
八

〇

ト

ソ
漁
獲

す

る
。
朝
鮮

の
済
州
島

付
近

で

の
操
業

は
ほ

と

ん
ど
太

刀
魚

漁

で
あ

る
。
年

間

一
万

二
〇

〇
〇

ト

ソ
の
太

刀
魚

を
水
揚
げ

す

る
。

漁
船

に
は
約

四
人
が
乗

り
込

ん
で
操
業

に
あ

た

る
が

、

一
隻

あ

た
り
年

間
百

万
元

の
利

益

を
あ
げ

る
と

い
う
。

こ

の
利

益

の
う

ち
か
ら

経
費

四
十

五
万

元
、
内

容

の
詳

細

は
明

ら

か
で
な

い
が

出

漁

に
関

わ

る
人

件
費

七

・
五

～
八

・
五

万
元

、
国
税
三

・
五
万

元
、

そ
れ

に
樟

州
村

の
行

政

を
担
う

「
村
委

員
会
」

と
村

の
共
産

党
支

部

、
そ

れ

に
漁
民
が

所

属
す

る
村

の

「
樟

州
村

漁
業
公

司
」

に
合

計

一
.
五

万
元

が

支
払

わ
れ

る
。
経
費

の
な
か

で
は
国

の
石
油

公
社

か
ら

仕
入

れ

る
漁
船

の
石
油
燃

料
代

に
い
ち
ぽ

ん
費
や

さ
れ

る
と

い
わ
れ

る
。

ま

た
、
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原
則
的

に
は
個

人
経
営

と

は

い
、兄
、

人
件
費

に
は
漁
民
が

組
織

し

て

い
る

「
漁
業

公
司
」

の
運

営
費

も
含

ま
れ

て

い
る
と

み
て
よ

い
だ

ろ

う
。
税

金

は
国

税

と

「
村

委
貝
会

」

な
ど

に
支
払

わ
れ

る
五
万

元

で
あ

る
。

し
た
が

っ
て
四
十

二

・
五
万
元

ほ
ど
が

一
隻

あ

た
り

の
年
間

純

利
益

で
あ

る
と

み

て
よ

い
だ

ろ
う
。

そ
れ

を
乗
組

員

四
人

で
分

け

る

の

で
あ

る
。

一
人
あ

た
り

に
す

る
と
、
約

十

万
元

の
年
間
所
得

で

あ

る
。

現
在

の
為

替

レ
ー
ト
、

一
元

"
約

十
四

円

で
換
算
す

る
と
、

百

四
十

万
円

で
あ

る
。

樟
州
村

が

漁
業

の
盛

ん
な
舟

山

群
島

の
な

か

で

い
ち
ぽ

ん
豊

か
な
漁
村

で
あ

る
、

と

い
う
周
氏

の
説

明
を
信
じ

る
と
、

中
国

の
上
位

の
漁

民

の
年

間
所

得

は

こ
の
金
額

と

さ

ほ
ど

か
け

離

れ

た
も

の
で
は
な

い
、

と
推

測

さ
れ

る
。

そ

の
所
得

を
実

現
さ

せ

る
漁

獲
物

の
販
売
先

は
漁
獲
物

の
相

場

(魚

価
)

を
睨

ん
で

「
樟

州
漁
業

公

司
」
が

一
括
取

り
捌

い
て
い
る
。

ひ
と

つ
は
舟

山

の
漁
業

公
社

に
、

も
う

ひ
と

つ
は
舟

山
島

の
魚
市

場

に
、

そ
れ

に

マ
ル

ハ
の
中

日
合

弁
企
業

「
舟

山
興
業
有

限

公
司
」

に
、

漁

獲
物

が
出
荷

.
販
売

さ
れ

て

い
る
。

こ

の
な

か

で
も
、
近

年

は

マ
ル

ハ
に
販
売

さ
れ

る

こ
と
が

多

く
、

漁
獲

物

は

「
舟

山
興
業
有

限
公

司
」

の
加
工

工
場

で
缶

詰

や
蒲
鉾
、

干
物

に
加

工

さ
れ

て
日
本

へ
輸
出

さ

れ

て
い
る
。

日
本

の
家

庭

の
食

卓

に
舟

山

群
島

か
ら

の
漁

獲
物

が

か
な

り
出
回

っ
て

い
る
こ
と

は
間

違

い
な
く
、

そ
れ

は
舟

山
群
島

の
漁
獲
物
が

い
ま
や

日
本

の
漁
獲
物

流
通
市

場

に
完
全

に
組

み
込
ま

れ

て

い
る

こ
と

を
示
す
も

の
に
ほ
か
な
ら

な

い
。

付

記今

回

の
調
査

は
中
国

の
杭

州
大
学

で
行

わ
れ

た
学

術
交

流

シ
ン
ポ

ジ

ュ
ウ

ム
の
の
ち
、

神
奈

川
大
学

外
国
学

部

の
藤

田

一
成

・
高
橋
繁

男

.
岡
島

千
幸

.
吉

川
良

和
各

教
授

ら

の
ご
指

導

・
ご
協

力

に
よ

っ
て
実
現

し

た
。

な

お
、
帰

国
後

、
歴
史

民
族

博
物
館

の
朝

岡
康

二
教

授

と
会
う
機

会
が

あ

り
、
樟

州
村
調

査

の
概
要

を
話

し

た
と

こ
ろ
、
舟

山
島

の
調

査

を

こ
こ
数

年
手

掛
け

て

い

る
と

の
こ
と

で
あ

っ
た
。

朝
岡
教

授

の
話

に
よ
れ
ぽ

、
舟

山
本
島

に
は
歴

史
を
も

つ
漁
村

が
多

い
と

い
う
。

し

か
も

、

そ
れ
ら

の
漁
民

は
表

面
的

に
は
知

り

え
な

い
が

、
底

流

と
し

て
長

く
差

別

さ
れ

て
ぎ

た
存
在

で
あ

る
ら

し

い
。
所

に
よ

っ
て
は

12S



歴

史
的

に
も
現

在
的

に
も
、

こ
う

し

た
点

は
わ
が
国

の
漁

民

に
も
あ

る
。
差

別
問

題

は
慎
重

を
期

さ
な
け

れ
ぽ

な
ら
な

い
が

、

当
方

の
準

備

不
足

も
あ

っ
て
こ
れ

ら

の
点

は
ま

っ
た
く
知

り
え

な

か

っ
た
。

さ

ら

に
、
気

仙

沼
市
市

史
編
纂

室

の
川
島

秀

一
氏

か
ら
春

日
丸

の
舟

山
島

漂

流

と

こ
れ
が

縁

で
気

仙
沼
市

が
舟

山
市

と
姉
妹

都
市

を
結

ん
で

い
る
と

の
ご
教

示

を
受
け

た
。

ま
た
、
参

考

に
し
た

マ
ル

ハ
社
内

報

[芝

O
Z
O
国
菊
ピ
>
Z
U
」

(
一
九

九
五

年

二
月

号

)

は

マ
ル

ハ
広

報

部

の
松

崎
圭

代

女
史

か
ら
提

供

を
受
け

た
。

本

稿

を
ま

と

め
る

に
あ

た

っ
て
、

右
記

の
諸
氏

か
ら

ご
協

力

・
ご
教
授

を
え

た
。

記

し

て
感

謝
申

し
あ
げ

ま
す
。

(た
じ
ま

・
よ
し
や

口
本
経
済
史
)
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